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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２５年１２月分） 

２０２５年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

目次（以下は主なトピックを抜粋） 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

●ＢＨジャーナリスト協会による上級代表宛書簡の送付（１日） 

●和平履行評議会運営委員会（ＰＩＣ・ＳＢ）政務局長会合（２～３日） 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●当地米国大使館とＢＨ連邦連立与党党首との南部相互接続に関する会合（２３日） 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳ政治団体資金法に対する暫定措置（９日） 

●ＣＥＣによる前倒しＲＳ大統領選の結果確定及び異議申立ての却下（１５日） 

●前倒しＲＳ大統領選の一部投票所における結果の無効及び再選挙の実施に関するＣＥＣ決

定（２４日） 

●ブラヌシャ氏（ＲＳ大統領候補）、セルビア民主党（ＳＤＳ）党首に就任（２８日） 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

●コムシッチＢＨ大統領評議会議長のＥＵ・西バルカン諸国首脳会議への参加（１７日） 

（２）二国間関係 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のバニャ・ルカ訪問（１１日） 

（３） 日・ＢＨ関係 

●２０２５年ＢＨ外交団バザー参加（６日） 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

（２）経済政策・公共事業 

●サラエボ－ベオグラード高速鉄道・建設プロジェクトに関する動向（１７日） 

（３）経済協力 

●欧州投資銀行（ＥＩＢ）、ＢＨ連邦に対するコリドー５Ｃ建設のための融資停止（２２日） 

（注：この月報は、当地紙報道などの公開情報をとりまとめたものです。） 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨジャーナリスト協会による上級代表宛書

簡の送付（１日） 

 １日、ＢＨジャーナリスト協会は、シュミット上

級代表に対し、財政難及び資金調達に送る政

治的障害により、ＢＨ国営放送（ＢＨＲＴ）が直

面している深刻な状況について緊急の対応を

求める書簡を送付した。同書簡では、同サー

ビスが財政破綻の状況にあり、７００人以上の

職員が失職や業務停止の危機に瀕している

窮状を訴えている。 

●和平履行評議会運営委員会（ＰＩＣ・ＳＢ）政

務局長会合（２～３日） 

 ２日～３日、ＰＩＣ・ＳＢ政務局長会合が、ＢＨ

議会及びＯＨＲにて開催され、ＢＨ下院議員の

各党派代表等が出席した。同会合後の共同

声明では、過去３０年間のデイトン和平合意及

びＰＩＣによる活動の成果を振り返りつつ、す

べてのＢＨ国民に向けて、ＥＵ加盟等の機会

に向け、互いに譲歩し、共に繁栄していくため

の安定した未来を築くよう呼びかけた。 

●コバチェビッチ氏のＢＨ大統領評議会クロア

チア系メンバー選挙への出馬決定（１４日） 

 １４日、コムシッチ民主戦線（DF）党首は、２

０２６年のＢＨ総選挙において、二期連続で務

めた自身に代わり、コバチェビッチ氏がＢＨ大

統領評議会クロアチア系メンバー候補として

出馬することを決定した。 

●ブカノビッチＺＰＲ党首のＢＨ大統領評議会

セルビア系メンバーへの出馬表明（２２日） 

 ２２日、ブカノビッチ「正義と秩序のために」

（ＺＰＲ）党首は、２０２６年のＢＨ総選挙におい

て、ＢＨ大統領評議会セルビア系メンバー候

補として出馬することを表明した。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●当地米国大使館とＢＨ連邦連立与党党首と

の南部相互接続に関する会合（２３日） 

 ２３日、ギンケル当地米臨時代理大使は、Ｂ

Ｈ連邦の連立与党党首を招き、当地米大使館

において、南部相互接続に関する会合を開催

し、ニクシッチＳＤＰ党首、チョービッチＨＤＺ党

首、コナコビッチＮｉＰ党首、チューディッチＮＳ

党首、フォルト前ＮＳ党首等が出席した。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳ政治団体資金法

に対する暫定措置（９日） 

 ９日、ＢＨ憲法裁判所は、ババリＢＨ下院第

一副議長（ＳＤＳ）の申立を受理し、本年５月２

１日にＲＳ国民議会により採択されたＲＳ政治

団体資金法（注：同年４月の上級代表決定に

よるＳＮＳＤ及び統一スルプスカ（ＵＳ）に対す

る政党助成金停止の措置を受け、ＲＳ国民議

会がＲＳ内の全ての政党への政党助成金を

廃止し、政治団体の会費及び関連利益等以

外の資金調達を不可能にしたＲＳ法）を一時

的に無効とする旨を決定した。 

●ＣＥＣによる前倒しＲＳ大統領選の結果確定

及び異議申立ての却下（１５日） 

 １５日、ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、

１１月２３日の前倒しＲＳ大統領選の選挙結果

を確定したのち、ＳＤＳ側から提出された異議

について却下した。総投票数は、４４９，３７６

票（そのうち、８４５４票は無効票）となり、投票

率は３５．５４％となった。ＲＳ与党候補のシニ

シャ・カラン（ＳＮＳＤ）は、２２２，１８２票（５０．

３９％）。ＲＳ野党候補のブランコ・ブラヌシャ

（ＳＤＳ）は、２１２，６０５票（４８．２２％）を獲得

した。その後、ＣＥＣは、選挙結果確定後にお

ける異議申し立てを受付けたが、ＳＤＳによる
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１４０の投票所での再集計請求は根拠を欠き、

これらの投票所での選挙を無効とする請求も

不適格であるとして却下した。 

●前倒しＲＳ大統領選の一部投票所における

結果の無効及び再選挙の実施に関するＣＥＣ

決定（２４日） 

 ２４日、ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、

１１月２３日に実施された前倒しＲＳ大統領選

に関し、１７選挙区の計１３６投票所での確定

結果を無効とし、これについて再選挙の実施

を決定した。ＣＥＣは、今回の大統領選では、

多くの不正行為があり、選挙プロセスの公正

性を守るために、選挙を無効とする必要があ

ると説明した。今回の決定では、プリイェドル、

ラクタシ、バニャ・ルカ、スタナリ、ズボルニク、

ブラセニツァ、ブラトゥナツ、ネベシニェ、ガツコ、

ルド、ビレチャ及びミリチ等においての一部の

投票所の結果が無効とされた。 

●ブラヌシャ氏（ＲＳ大統領候補）、セルビア民

主党（ＳＤＳ）党首に就任（２８日） 

 ２８日、ＲＳ野党・セルビア民主党（SDS）の党

内会合が、バニャ・ルカで開催され、ブラヌシ

ャＲＳ大統領候補を新党首として全会一致で

選出した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●コムシッチＢＨ大統領評議会議長のＥＵ・西

バルカン諸国首脳会議への参加（１７日） 

 １７日、コムシッチＢＨ大統領評議会議長は、

ベルギー・ブリュッセルを訪問し、コスタ欧州理

事会議長及びフォン・デア・ライエンＥＵ欧州委

員会委員長等も出席するＥＵ・西バルカン諸

国首脳会議に参加し、演説した。コムシッチ議

長は、ＢＨ閣僚評議会が、民族間の権力構造

をめぐる絶え間ない政治闘争により、ＢＨ裁判

所法、高等司法検察評議会（ＨＪＰＣ）法及び

首席交渉官事務所の設置等の提案が採択で

きなかったことは、悲しい失敗であるとした一

方、ＢＨがＥＵＲＯＪＵＳＴ及びＦＲＯＮＴＥＸとの

協定を批准したこと、ＢＨ個人情報保護法及

びＢＨ国境管理法が必要条件を満たすよう改

正されたこと、西バルカン成長計画を実施可

能にするための改革アジェンダも土壇場で採

択されたことは評価できると語った。 

（２）二国間関係 

●フレミング米国務省欧州・ユーラシア局長の

ＢＨ訪問（１日～３日） 

 １日より、米国務省のフレミング欧州・ユーラ

シア局長が、ＰＩＣ政務局長会合への参加に向

け、ＢＨを訪問し、トリシッチ＝バビッチＲＳ大

統領代行、コナコビッチＢＨ外務大臣、クリシュ

トＢＨ閣僚評議会議長、ニクシッチＢＨ連邦首

相及びチョービッチＨＤＺ党首等と会談した。

同局長は、ＲＳ政府との建設的な議論を歓迎

する一方、ＢＨ連邦側に対しては、南部相互

接続プロジェクト実現に向け、ＥＵ及びブルガ

リア等の政策決定に連動し、ロシアに対する

ガス依存から脱する必要性に言及しながら、

各当事者に向け、個別的な働きかけを行った。 

●アッシャイバーニー・シリア外務大臣との会

談（７日） 

 ７日、コナコビッチＢＨ外務大臣は、ドーハ・

フォーラムに出席するためにカタールを訪問し

た際に、アッシャイバーニー・シリア外務大臣

と会談した。「ア」大臣は、シリアにおける戦後

の人道的活動、移行期正義プロセス、避難民

の帰還及び経済復興に向け、取り組んでいる

さなかであることを概括し、国際社会の協力の

下、市民との信頼醸成及び安定の確保を行い

たい旨を強調。一方、「コ」大臣は、ＢＨの戦後
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の経験から、上記の課題や、安定の重要性及

び長期的な安全及び発展に向けた経済強化

の必要性を理解していると強調した。 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のバニャ・ル

カ訪問（１１日） 

 １１日、プレンコビッチ・クロアチア首相は、バ

ニャ・ルカ司教と面会するために、ＲＳの首都

バニャ・ルカを訪問したところ、ＢＨ側からは、

クリシュトＢＨ閣僚評議会議長、チョービッチＨ

ＤＺ党首、トリシッチ＝バビッチＲＳ大統領代行、

ミニッチＲＳ「首相」、ドディック前ＲＳ大統領、

スタニブコビッチ・バニャ・ルカ市長等が出迎え

た。なお、「プ」首相の訪問目的には、ＢＨ－ク

ロアチア間のグラディシュカ国境（ＲＳ）の開通

式典が含まれていたが、ＢＨ間接税庁（ＩＴＡ）

理事会において、同検問所の運用開始の前

提条件となっていた業務体系化ルールブック

改正の意思決定が間に合わず、同式典の開

催は中止となった。 

（３）日・ＢＨ関係 

●２０２５年ＢＨ外交団バザー参加（６日） 

 ６日、当館は、２０２５年ＢＨ外交団バザ

ーに参加。日本文化に関連する商品販

売、書道・着物体験コーナー、お寿司の販

売を行い、現地住民を中心に多くの人々

が訪れた。本バザーでの売上は主催団体

の支援する団体に対し、寄付された。 

 

（写真：当日の様子） 

 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●工業生産指数 

２０２５年１１月の産業生産指数は、季節調 

整後数値で前月比３．５％マイナス。前年同月

比４．２％マイナス。 

●雇用／失業率 

２０２５年１１月の失業者登録数は３１万４８７０

人（うち女性１８万７８６３人）で、前月比では０．

２％マイナス、前年同月比で２．２％マイナス。 

●平均給与 

２０２５年１０月の平均給与（手取り）は１，６０

５ＫＭで、前月比で名目賃金は１．３％プラス、

実質賃金は０．９％プラス。前年同月比で名目

賃金は１３．４％プラス、実質賃金は８．８％プ

ラス。 

●消費者物価指数 

２０２５年１１月の消費者物価指数は前月比０．

５％プラス。前年同月比で平均４．４％プラス。

食料品・ノンアルコール飲料の価格は前月比

０．１％のマイナス。 

●貿易収支 

２０２５年１２月時点でのＢＨからの輸出総額

は１６９．７４億ＫＭ（前年同期比５．６％増）、

ＢＨへの輸入総額は２９９．５４億ＫＭ（前年同

期比４．５％増）。貿易収支（累積）は１２９．８

０億ＫＭの赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●サラエボ－ベオグラード高速鉄道・建設プロ

ジェクトに関する動向（１７日） 

 １７日、フォルトＢＨ運輸・通信大臣は、サラ

エボを訪問したソフロニイェビッチ・セルビア建

設・運輸・インフラ大臣と会談し、サラエボ－ベ

オグラード間の高速鉄道建設プロジェクトに関

し、議論した。会談後、フォルト大臣は、パレを

経由し、ベオグラードまで至る高速道路に向
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けた準備と建設を加速させたいと考えている

と語った。 

（３）経済協力 

●欧州投資銀行（ＥＩＢ）、ＢＨ連邦に対するコ

リドー５Ｃ建設のための融資停止（２２日） 

 ２２日、欧州投資銀行（ＥＩＢ）は、コリドー５Ｃ

建設を目的としたＢＨ連邦高速道路への融資

を停止した。ＥＩＢはその理由として、特定区間

における禁止行為の可能性について調査を

開始したためと説明。ＢＨ管轄当局及び欧州

検察庁（ＥＰＰＯ）の発表によると、入札に関す

る不正操作の疑いで、ＢＨ連邦側の３名の従

業員を捜査対象としていることが明らかにされ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


